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　１月に入っても組合加入が続いています。大
阪市教の

HPに組合加入申し込みしたのは元大教組の組
合員のＡ

さん。年度途中から大阪市で講師をしています
。

　教採突破講座参加のＢさん。講師として職場
で問題を

抱えました。職場の組合員が声をかけ組合加入
となりま

した。支部・本部と連携して相談しています。

　さて、分会や個人宛に2026年度役員選挙の
投票用紙

などを届けました。すぐに中身を確認・投票し
て返送し

てください。賃上げや権利を守る組合、ハラス
メントな

どの相談にも丁寧に対応している大阪市教をみ
んなで広

げていきましょう。そのためにまずあなたの周
りの人に

組合の存在を話し、加入を進めましよう。
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不
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平

不
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平

突破講座の参加者、元大教組組合員突破講座の参加者、元大教組組合員
職場の組合員の働きかけで加入職場の組合員の働きかけで加入

講師：回転寿司ユニオン講師：回転寿司ユニオン
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３月６日18：30 国労大阪会館

市
対
連
が
集
会

　

大
阪
市
対
策
連
絡
会

議
は
１
月
23
日
２
・
３

月
予
算
市
会
に
向
け

て
、
要
求
持
ち
寄
り
集

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

中
山
直
和
大
阪
市
を
よ

く
す
る
会
事
務
局
長
が

「
高
市
×
維
新
の
『
党

利
党
略
』
ト
リ
プ
ル
選

挙　

平
和
・
暮
ら
し
守

る
政
治
に
す
る
チ
ャ
ン

ス
に
」
と
題
し
て
講
演

し
ま
し
た
。

　

大
阪
市
は
「
住
民
の

福
祉
の
増
進
を
図
る
」

自
治
体
の
体
を
な
し
て

い
な
い
。
全
国
一
高
い

介
護
保
険
料
・
支
払
い

能
力
を
超
え
る
高
す
ぎ

る
国
保
料
を
強
い
る
一

方
、
維
新
議
員
の
「
国

保
を
逃
れ
」
に
怒
り
心

頭
。
維
新
政
治
の
実
態

は
自
民
党
政
治
そ
の
も

の
で
あ
り
、
し
か
も
財

界
中
心
の
政
策
を
先
取

り
す
る
も
の
が
ほ
と
ん

ど
。「
都
市
再
生
整
備

地
域
」（
準
備
協
議
会

の
会
長
は
内
閣
総
理
大

臣
）
で
大
阪
市
内
６
カ

所
の
大
規
模
開
発
を
国

が
ら
み
で
計
画
し
て
い

る
。副

首
都
構
想

　

戦
後
最
悪
の
自
・
維

連
立
政
権
が
発
足
し
、

国
で
は
大
軍
拡
・
戦
争

す
る
国
づ
く
り
、
大
阪

で
は
カ
ジ
ノ
づ
く
り
。

副
首
都
で
、
国
の
税
源

移
譲
・
国
税
減
免
、
規

制
の
特
例
措
置
、
首
都

機
能
代
替
に
必
要
な
イ

ン
フ
ラ
整
備
の
た
め
の

財
政
措
置
、
中
央
省
庁

度
任
用
職
員
の
公
募
に

よ
ら
な
い
再
度
の
任
用

の
上
限
撤
廃
、
高
齢
職

員
の
処
遇
改
善
等
は
実

現
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

市
労
組
連
は
３
月
に

春
闘
要
求
書
を
提
出
し

ま
す
。
署
名
も
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
○
１
日

７
時
間
、
週
35
時
間
に

す
る
こ
と
。
○
最
低
賃

金
を
い
ま
す
ぐ
時
給
１

５
０
０
円
に
引
き
上
げ

る
。
○
生
活
改
善
を
実

感
で
き
る
大
幅
賃
上
げ

と
い
の
ち
・
く
ら
し
を

守
る　

公
務
・
公
共
サ

ー
ビ
ス
、
教
育
の
実
現

を
。

　

全
教
は
、
残
業
代
支

給
の
し
く
み
を
設
け
る

給
特
法
に
再
改
定
す
る

こ
と
、
教
職
員
の
基
礎

定
数
を
抜
本
的
に
増
や

し
、
持
ち
授
業
時
数
の

上
限
設
定
を
す
る
こ

と
、
全
て
の
教
職
員
の

処
遇
改
善
等
を
求
め
て

い
ま
す
。

　

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
か
ら

の
12
年
間
で
株
価
５

倍
、
史
上
最
高
値
。
大

企
業
の
利
益
３
・
５
倍

（
史
上
最
高
）。
し
か

し
実
質
賃
金
は
34
万
円

も
減
っ
て
い
ま
す
。
政

治
を
変
え
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
選

挙
に
行
き
ま
し
ょ
う
。

　

市
労
組
連
は
１
月
14

日
25
年
度
給
与
改
定
等

の
交
渉
を
行
い
ま
し
た

（
写
真
）。
昨
年
11
月

の
給
与
及
び
期
末
勤
勉

手
当
の
改
定
は
、
中
高

年
層
も
前
年
度
を
大
幅

に
上
回
る
も
の
で
あ

り
、
喜
び
の
声
が
上
が

り
ま
し
た
。し
か
し
、実

質
賃
金
は
11
カ
月
連
続

で
低
下
し
て
い
ま
す
。

市
労
組
連
は
改
め
て
不

満
を
表
明
し
ま
し
た
。

　

再
任
用
の
一
時
金
支

給
月
数
が
正
規
職
員
の

半
分
程
度
、
非
正
規
職

員
の
生
理
休
暇
の
有
給

化
・
日
数
増
、
会
計
年

　

第
54
回
公
害
環
境
デ

ー
が
１
月
31
日
に
開
か

れ
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
気
候
危
機
／
若
者
の

挑
戦　

若
者
た
ち
は
な

ぜ
気
候
訴
訟
に
立
ち
上

が
っ
た
の
か
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

気
候
訴
訟
は
、10
代
、

20
代
の
若
者
17
人
が
、

１
・
５
℃
目
標
と
整
合

す
る
科
学
と
国
際
合
意

の
水
準
で
の
排
出
量
の

削
減
を
日
本
の
主
要
火

力
発
電
事
業
者
10
社
に

求
め
24
年
に
提
訴
。

　

高
校
生
は
文
化
祭
の

取
り
組
み
を
報
告
し
ま

し
た
（
写
真
）。「
国
連

気
候
行
動
サ
ミ
ッ
ト
に

お
け
る
グ
レ
タ
・
ト
ゥ

ー
ン
ベ
リ
さ
ん
の
ス
ピ

ー
チ
」（
動
画
）
な
ど

を
学
習
し
、
同
世
代
が

ス
ト
ラ
イ
キ
で
、
地
球

の
未
来
を
考
え
な
い
政

治
家
に
訴
え
て
い
る
こ

と
を
知
り
ま
し
た
。
気

候
変
動
な
ど
の
学
習
も

進
め
、「
大
人
は
先
延

ば
し
を
し
、
便
利
、
経

済
を
求
め
て
い
る
」
こ

と
を
学
び
ま
し
た
。

　

大
学
生
は
、
カ
リ
フ

ォ
ル
ニ
ア
在
住
時
、
山

火
事
を
身
近
に
感
じ
た

こ
と
、
京
都
の
夏
は
暑

く
、
気
温
と
気
候
の
変

動
に
よ
っ
て
頭
痛
を
患

っ
た
こ
と
を
述
べ
ま
し

た
。
異
常
気
象
の
中
で

生
き
て
い
く
の
は
不
公

平
だ
と
訴
え
ま
し
た
。

　

会
社
員
は
、
サ
ー
フ

ィ
ン
、
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド

を
続
け
た
い
、
自
然
災

害
が
多
発
、
脱
炭
素
化

が
政
治
の
争
点
に
な
っ

て
い
な
い
、
こ
と
か
ら

訴
訟
を
起
こ
し
た
と
発

言
。
最
後
に
社
会
を
変

え
て
い
き
た
い
と
述
べ

ま
し
た
。

　

気
候
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

代
表
の
浅
岡
美
恵
弁
護

士
は
、
日
本
の
Ｃ
Ｏ
２

の
４
割
は
火
力
発
電
で

あ
り
、
政
府
は
規
制
す

る
の
で
は
な
く
、
火
力

支
援
の
た
め
の
多
く
の

立
法
措
置
が
行
わ
れ
て

い
る
こ
と
、
一
方
世
界

で
は
気
候
変
動
に
関
す

る
国
家
の
義
務
で
あ
る

こ
と
が
訴
訟
で
確
立
し

て
い
る
こ
と
を
指
摘
し

ま
し
た
。

の
一
部
移
転
（
合
同
庁

舎
１
２
５
０
億
円
）、

国
を
巻
き
込
ん
で
大
阪

だ
け
の
経
済
成
長
を
狙

う
も
の
。
２
０
５
０
年

に
は
大
阪
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が

43
兆
円
と
な
る
と
し
て

い
る
が
、
12
年
～
25
年

の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
伸
び
率
は
東

京
29
・
５
％
、
愛
知
24

・
５
％
、大
阪
16
・
８
％
。

「
維
新
退
潮
」

か
ら
の
脱
却
策

　

24
年
大
東
・
箕
面
・

阪
南
市
長
が
落
選
し
、

参
院
選
比
例
票
が
30
万

票
減
、
不
祥
事
で
「
維

新
退
潮
」。
そ
し
て「
国

保
逃
れ
」
は
議
員
８
０

７
人
中
３
６
４
人
、
45

・
３
％
。

　

次
な
る
ス
ロ
ー
ガ
ン

・
旗
印
の
設
定
が
必
要

だ
と
し
て
、「
退
潮
」

脱
却
の
た
め
「
都
構

想
」
を
や
り
た
い
と
吉

村
維
新
代
表
が
暴
走
し

て
い
る
。

　

「
万
博
成
功
」
を
維

新
は
追
い
風
に
す
る
狙

い
だ
か
、
本
来
運
営
費

に
含
め
る
べ
き
会
場
警

備
費
２
５
５
億
円
、
途

上
国
支
援
２
４
０
億
円

を
国
費
に
し
て
お
り
、

そ
れ
を
含
め
れ
ば
大
赤

字
。
会
場
建
設
費
２
３

５
０
億
円
の
３
分
２
は

税
金
。

　

大
阪
カ
ジ
ノ
の
運
営

に
「
マ
カ
オ
の
大
物
」

Ｍ
Ｇ
Ｍ
チ
ャ
イ
ナ
の
会

長
が
関
与
。「
マ
カ
オ

は
カ
ジ
ノ
の
発
展
と
付

き
物
と
言
わ
れ
て
い
る

性
産
業
も
盛
況
を
見
せ

て
い
る
」（
劉
振
業
立

命
館
大
学
客
員
協
力
研

究
員
）

　

か
つ
て
橋
下
徹
氏
は

「
こ
ん
な
猥
雑
な
街
、

い
や
ら
し
い
街
は
な

い
。
こ
こ
に
カ
ジ
ノ
を

も
っ
て
来
て
、
ど
ん
ど

ん
バ
ク
チ
打
ち
を
集
め

た
ら
い
い
。
風
俗
街
や

ホ
テ
ル
街
、
全
部
引
き

受
け
る
」
と
述
べ
た
。

　

反
対
運
動
と
裁
判
勝

利
で
カ
ジ
ノ
は
止
め
る

こ
と
が
で
き
る
。

　

カ
ジ
ノ
で
も
副
首
都

・
大
阪
都
で
も
大
阪
経

済
は
良
く
な
ら
な
い
。

個
人
消
費
の
拡
大
が
カ

ギ
。

高市×維新高市×維新「「党利党略党利党略」」トリプル選トリプル選
カジノで大阪市を「いやらしい街」に

署　名
残
業
代
支
給
の
給
特
法
に
再
改
定
、
基
礎
定
数

を
抜
本
的
に
増
や
し
持
ち
時
間
数
の
上
限
設
定


